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なお、「危害のひどさ」、「危害にさらされる頻度」及び「危害回避の可能性」でマトリクス表

を作成する方法もある(表１７-２)。 
 

表１７-２： リスク要素が３つのマトリクス表（Ⅰ～Ⅴがリスクレベル） 

危害の可能性 

ほとんどない 低い ある 高い 

さらされる頻度 Ｆ１（まれ） Ｆ２（頻繁） 
 

危害回避の可能性 Ｐ１(高い) Ｐ２(低い) Ｐ１(高い) Ｐ２(低い) 

微傷    （Ｓ１） Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ 

軽傷    （Ｓ２） Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

重傷    （Ｓ３） Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

危

害

の

ひ

ど

さ 
重大    （Ｓ４） Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅴ 

※ リスクレベルの内容については、次項３－４（リスクの評価（手順４））で説明する。 

 

(2) 加算法による進め方 

加算法では、リスクを３つ程度のリスク要素の組み合わせとし、それぞれのリスク要素を数段階

に分けた上で各段階に重み付けをした数値を割り当て、それらを加算することによりリスクレベル

を決める。 

ここで紹介する例は、「危害のひどさ」、「危険源にさらされる頻度」及び「危害発生に至る可能

性」の３つリスク要素に分けたものである。なお、マトリクス法では、発生可能性を１つの要素とし

てとらえていたのに対し、ここで紹介する加算方法では、さらに「危険源にさらされる頻度」と「危

害発生に至る可能性」の２つに分けている。 

 

見積りは、マトリクス法と同じようにまず各リスクレベルそれぞれを推定し、次に、それぞれのリ

スク要素の推定結果からリスクレベルを決定していくというステップをとる。リスク要素の推定にお

いて数値を割り当てていくのが、この方法の特徴である。 

まず危害のひどさ(Ｓ)については、表１８により推定する。その際、表１３に挙げた事項を考慮す

るとよい。 

危険源にさらされる頻度(Ｆ)を表１９により推定する。 
危険回避の可能性（Ｑ）を表２０により推定する。 
 

 

 


